
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Measurement software】 

従来欠陥解析には、SEM が用いられてきましたが、９０nm ノードを境に SEM で
は分解能不足・解析能力不足となり TEM レビューにおいての検査が必要不可欠
になりつつあります。この様な状況のなかで、TEM 画像での評価・解析をスピ
ーディ、かつ、シンプルな操作で行う事を目的として画像測長ソフトウエアを
開発しました。TEM による解析作業を支援できるものと期待しております。 

『測長』 

 全ての操作がマウスのドラッグ＆ドロップで行えま
す。測長の方法としてマウス操作による、「手動ライン測
長」と、指定されたライン内においてエッジ検出アルゴ
リズムによる「自動測長」を提供しています。また、「自
動エッジ検出」は、検出アルゴリズムのパラメータを変
更する事により、検出精度を調整する事が可能です。 
測長の補助機能として、クロスラインを表示する事が

出来ます(マウスのリリースポイントの指標として利用
出来ます)。また、SHIFT キーを押しながらマウスを操作
すると 45/90 度の固定角でラバーバンドが移動します
(水平/垂直の測長を行う場合に利用出来ます)。 

画像内の指定範囲内をまとめて測長する事もできま
す。下記の図に示す様に、ある形状測長を行う時にマウ
ス操作により測長開始点と終了点をそれぞれ矩形領域で
指定し、その領域内でエッジ検出を行ない広範囲の測長
を行う事ができます。また、測長点数及び測定間隔を任
意に設定する事が可能です。 

また、測長したライン上の輝度プロファイル及びエッ
ジプロファイルを表示する事が出来ます。 
表示中のプロファイル上で波形を参考にしながら測長

の開始点/終了点を編集する事が可能です。 

画像上に輝度プロファイル及びエッジプロファイルを
表示する事が出来ます。輝度の変化量がグラフで表示さ
れますので手動測長の指標として利用できます。 

任意の角度を計測する事が出来ます。角度の計測方法
として「３点モード」(２点目を頂点とした始点・終点か
らなる角度の計測)と「２本線モード」(２本のラインが
交差する点を頂点として１本目の線の開始点と２本目の
線の終点からなる角度の計測)を提供しています。 

「手動ライン測長」、「自動測長」した結果を一覧表と
して表示する事が出来ます。この結果より度数分布表を
作成し、ヒストグラムとしてグラフ表示する事が出来ま
す。また、この結果は、CSV ファイルフォーマットにて
出力する事も可能です。他の表計算ソフトにて解析を容
易に行う事ができます。 
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 『レシピ』※オプション 
画像編集及び測長方法が定型である場合、予め手順を準備

する事で効率よく解析が行えます。 
手動／自動にて行った測長及び画像編集内容を処理単位

にコマンドとして記憶させる事が出来ます。次の解析時にこ
のレシピを指定し測定画像を投入するだけで、全ての測長は
レシピ内に定義されたコマンドで自動実行されます。 
また、このレシピには任意の測定画像を投入する事もで

き、それぞれ個別の測定画像の出力及び、測定結果ファイル
を自動的に指定された場所に出力できます。 

『領域解析』※オプション 
解析画像がコンタクトホールなどの場合、形状を認識し個

数のカウントやサイズ、面積、周囲長、輝度の範囲等を計測
することができます。 
「領域分割」は、エッジ検出アルゴリズムを用いて自動的

に領域毎の分割を行います。分割パラメータは、ユーザ側で
その都度調整する事が可能です。 
また、ROI(処理範囲)の設定が行えますので必要な領域の

み抽出して解析する事が出来ます。 

『画像編集』 簡単な画像編集機能を提供しています。 

「回転補正」をプレビューにて確
認する事が出来ます。 

「階調補正」をプレビューにて確
認する事が出来ます。 

グレースケール像を「擬似カ
ラー」で表示する事によって低
い輝度でしか現れなかった特徴
等を効率よく見分ける事が可能
になります。 

『Report creation』 

コメントや矢印、楕円等を直接画
像にレタリングする事が出来ます。 

印刷機能として、簡易レポートツールを提供しています。このツールを利用す
る事により下図の様な簡単なレポートであれば、作業の流れの中で作成できます。 

測長したラインとそのプロファイルを組
み合わせて印刷する事が可能です。 

また、表示中の画像及びグラフは全てク
リップボードにコピー出来ますので他のア
プリケーションへ簡単にコピーする事が出
来ます。 


